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0錄

餺

濟

學

.の
自
锨
科
_
的
甚
硪

I
 

.
第

卜

ー

淡ニ 

V

'
货
も
容
易
に
得
ら
れ
よ
ぅ
。
然
も
ぱ
吾
々
，は
國
民
の
血 

が
矢
©
に
然
も
屢
|
必
要
も
な
い
の
に
流
さ
れ
|2
昔
の
- 

最
ル
激
し
い
戰
爭
ょ
り
^
軍
に
«
に
年
々
又
機
會
の
惡 

い
時
に
色
々
の
形
で
®
々
の
人
ロ
の
多
く
を
減
少
せ
し 

:め
る
熱
病
や
虎
疫
ど
云
ふ
敵
を
少
な
く
す
る
事
が
出
來 

る
で
あ
ら
ぅ
。」

ゾ 

.

p
l

o
m

戌
は
此
の
計
盡
が
充
分
；に
熟
し
た
事
の
證 

據
を
今
ま
で
^
見
出
し
得
な
い
^

し
て
ゐ
る
。Ilford 

は
今
H
に
於
い
て
は
ロ
ン
ド
ン
：近
傍
の
最
も
大
き
く
且 

:0

人
ロ
の
最
も
多S

,

都
會
地
：の

一

で
ぁ
る
が
若
し
千 

八
百
四
十
八
年
の
提
案
が
^

の
地
を
*
初
の
：
.

G
i

n
 

Village 

€す
る
事
に
成
功
し
て
ゐ
た
-̂

今
日
?)
.

Ilford 

地
方
の
人
ロ
僧
加
は
そ
れ
程
：望
ま
レ
.い
事
で
は
な
い
で
；
 

あ 

vb'
デ
ビ
。(

以
上 

p
u
r
d
o
m
,
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h
e

o.a
r
d
s

 

City. 

V 

C
h
a
p
t
e
r

 

I
H
h
e 

Villag 

A
s
s
o
d
a
t
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^
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e
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經

濟

學

の

自

然

科

學

的

基

.

(

比
較
經
濟
學
序
論)

/

■:
上

原

.好

咲

。

.■
「

私
は
經
濟
現
象
及
其
法
則
の
領
界
に
物
现
學
的
#
 

に
生
物
學
的
硏
究
方
法
^
逾
用
す
る
こ
ど
に
依
つ
て
！y 

.濟
學
に
從
來
ょ
りf

層
廣S

一
 

層
科
學
的
な
根
底
を
與 

へ
や
ぅ
ど
企
て
た
。
そ
し
て
此
物
理
學
的
並
に
生
物
學 

:

的
硏
究
か
ら
M
に
進
ん
で
經
濟
學
の
基
礎
を
社
會
心
理 

ン
學
及
文
化
人
類
學
に
檢
討
し
た
。
此1

1®

解
釋
即
も
物 

理
的
且
っ
祉
會
的
解
釋
は
、
社
會
學
を
根
本
的
に
，進
步 

さ
せ
.夫
れ
に
一
層
正
確
な
科
學
的
妥
當
性
を
奥
へ
る

唯 

一
の
，正
し
い
方
法
た
る
の
で
ぁ
つ
て
、
社
會
學
的
科
學 

の

i

つ
で
ぁ
る
經
濟
學
も
從
つ
て
同
一
の
取
扱
を
受
け 

ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
り
余
は
生
物
學
及
心
埋
學
の
社
會
學 

へ 

'の
適
用
上
に
於
t
tる
最
近
の
巡
梦
の
光
.驵
k
照
ら
し

て
經
濟
學
を
革
新
せ
ん
ミ
訐
割
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
，
 

T
其
の
結
果
生
產W

分
配
、
!'
;消
費
？
憎
値
、
勢
働
.W
A
,
I 

ロ
.の
諸
問
題
に
關
す
る
«
濟
學
上
の
新
理
論
及
*
槪
念

を
#:
た
ノ
. 

. 

. 

:
:

"
「

併
し
經
濟
學
の
此
櫥
充
及
經
濟
學
上
の
.諸
問
題
を
一

い
i
:事
は
、
余
の
此
計
劃
に
.取
つ
て
は
て
つ
の
前
提
に 

過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
乃
も
佘
は
此
前
提
の
上
に
立| 

つ
て
經
濟
學
を
豇
に
廣
い
更
に
充
分
な
見
地
か
ら
硏
究
；：
 

せ
ん
ビ
す
る
も
の
で
あ
る
。
萁
の
鹿
ぐ
充
分
な
硏
究
^

は
其
の
内
に
、
文
化
の
辟
度
乃
至
a
類
を
異
に
す
る
各| 

:

鄕
土
に
於
け
る
人
種
的
並
^
國
民
的
差
別
：に
關
連
す
る
，;r
j 

經
濟
制
度
の
研
究
を
含
む
も
の
で
あ
，つ
て
へ
此
硏
究
は
. 

M
史
的
且
つ
比
較
的
硏
究
方
法
の
必
要
に
し
て
多
々
益
.

々

一

切
の
文
化
科
學
に
適
.用
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
; 

あ
る
こ
ど
を
敎
へ
る
。

^'
し
て
斯
く
て
始
め
て
吾
々
はV 
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九〕

雜

錄

.
經
濟
學
の
自
然
料

:比
較
經
濟
學
な
る
新
科
學
の
某
礎
を
確
立
し
得
る
の
で 

あ
つ

て

、

此
比
較
經
濟
學
は
某
の
姊
妹
科
學
で
あ
る
此 

較
法
#'
學
、
.
.比
較
政
治
學
、
比
較
美
學
、
乃
萊
比
較
宗 

敎
學
ど
共
に
.文
化
的
分
配
の
不
公
平
な
地
帶
を
開
發
す 

る
で
あ
ら
ぅ
。
蓋
し
經
濟
を
含
む
社
會
的
人
間
的
進
化 

の
全
體
は
、
生
物
界
の
進
化
過
程
ど
同
樣
に
祓
雜
差
別 

多
岐
で
あ
つ
て
、
.
#つ
て
吾
々
は
人
間
の
歴
史
、制
度
、

境
、.
習
慣
等
を
失
々
相
異
な
る
典
型
<

形
式
^
を
特 

へ
有
す
る
各
差
別
的
の
地
域
に
區
劃
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
ぞ 

し
て
其
れ
等
を
此
較
照
合
す
る
こ
く
に
依
つ
て
彻
め
て
ノ 

社
會
科
學
に
膂
遍
的
原
理
を
求
め
得
る
の
で
あ
る
。

.

.

「

乃
ち
玆
に
於
て
.吾
々
は『

«
 
土
經
濟
學』

’換
言
す
る
. 

>
c經
濟
組
織
上
相
異
る
典
型
並
に
楷
梯
の
構
造
及
作
用 

に
關
す
る
科
學
的
硏
究
"
に
邋
逢
す
る
。
菩
々
に
し
て 

先
づ
歷
史
的
且
つ
比
較
的
硏
究
方
法
に
依
？ 

豫め
標
本 

的
の
經
濟
地
域
及
形
態
か
ら
引
出
さ
れ
且
つ
其
れ
特
に 

，適
合
す
る
中
間
的
公
理
及
統
.一
を
說
定
し
て
置
か
ね
限 

學
的
菡
磷 

第
十I

號

ニ

九



.

第
十
六
卷
.(1

六
ニ
〇)

雑

:
錄

:
:
.
彡
、『

普
遍
經
濟
學』

の
槪
念
乃
至
>
特
殊
:0
祉
會
的
經 

::
濟
的
鄉
土
か
ら
引
出
さ
れ
る
：部
分
的
經
濟
现
論
相
互
間 

;0
,
_爭

を

自

ら

調

：和
：せ

し

む

〗

ベ
き『

普

遍

經

濟

學

』

の
法 

則

：を

樹

立

す

る

こ
^'
は

出

來

な

；い
、

.換

言

す

る

ビ

經

濟 

;

學

上

の

槪

念

を

物

_

學

的

生

物

學

的

心

理

學

的

呀

至

社 

會̂
學
的
諸
科
學
の
原
理
に
«!
ヴ
て
供
鉛
さ
れ
る
其
.の
根 

原
的
の
翦
素
及
因
素
に
還
元
す
る> i

も
は
望
ま
れ
な
い

Q

で

あ

る

:0
レ

右
は
戰
時
中
パ
ン
デ
ャ
ブ
大
學
ャ
-

『
印
度
.激
濟
學』

の
：
 

特
別
講
座
を
持
ち
"
其
の
後
力

,力
ッ
タ
大

學
に
_
じ
：
 

て
其
のPost-Graduate 

D
e
p
a
r
t
m
e
n
t

に
經
濟
學
を
開 

講
し
て
居
^
印
度
人
の
經
濟
學
者R

a
d
h
a
k
a
m
a
r

 M
U
-

 

敎
授
の
近
著
-『

比
較
經
濟
學
の
原
理』

eprlnci
丨
 

pies 

o
f 

C
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e

 

w
c
o
n
o
m
l
c
s

 
こ
の
自
序
の
一
節 

で
あ
;̂
0

•『

比

較

經

濟

學

の

、服

理

』

は

上

下
11

卷

に

分

れ

"

上

卷 

は
理
論
、
下
卷
は
«
實
.の
叙
述
主
ビ
し
て
印
度
の
經
㈣

第4 *
1

雛

.

ご
1〇
：

的
社
會
的
事
情
の
攻
究
的
雜
叢
的
詳
細
を
極
め
た
叙
述 

(C
充
て
ら
れ
て
居
る
が
、
半
而
か
ら
見
る
ビ
上
卷
は
經 

'濟
學
の
原
理
論
、
下
卷
は
所
謂C

o
m
m
u
n
a
K
s

日
の
提
唱 

ど
見
ら
れ
る
。
印
度
の
經
濟
現
象
を
歐
羅
巴
の
：夫
れ
e 

比
較
對
照
し
た
結
果
其
の
槪
念
を
得
た
^
言
ひ
、
或
宗 

一
敎
的
信
念
に
結
び
付
け
ら
れ
て
居
るC

o
m
m
u
n
a
l
i
s
m

説 

は

c
o
m
m
g
a
u
s
m

が
個
人
主
義
及
社
會
虫
義
に
勝
り
、 

|
_
一
 

切
の
經
濟
問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
あ
る
こ
ビ
を
論 

j

じ
，
結
論
に
於
て
神
の
出
現
を
豫
想
し
て
居
る
。r

比
較 

| -

經
濟
學
の
原
理』

の
中
心
論
旨
は
寧
ろ
此
コ
ム
ミ
ユ
ナ 

|

.:
ル
ス
ム
の
提
唱
に
あ
る
^
見
て
も
可
い
位
で
甚
だ
典
味 

:

あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
は
暫
く
措
き
、
本
稿
は
經
濟 

4-
^
理
改
造
^
.の
：
| 

,
wi
即
ち
經
濟
學
の
物
理
學
的 
>
.
生 

物
學
的
'、
及
心
理
學
的
硏
究
を
見
る
に
止
め
る
。

偖

て
M
u
k
e
r
j
e
e

敎
授
は
經
濟
學
に
物
班
學
的
及
生

物
學
的
研
究
方
法
M
に
進
ん
で
心
理
學
的
社
會
學
的
方 

法
を
適
用
ず
る
こ
t
に
：依
つ
て
先
づ
經
濟
學
的
改
造
の

經
濟
擧
の
自
然
科
學
的
恶
礎

甚
調
を
得
ん
マ」

す
る
も
0
で
あ
る
こ
ビ
前
揭
序
文
の
略
體
系
を
生
命
現
象
及
精
神
現
象
に
適
用
さ
れ
て
痞
る
進 

:

ぼ
明
示
す
.る
處
で
あ
，る
が
、
倚
ほ
此
®
を
今
少
し
く
詳
化
論
の
槪
念
に
常
て
篏
め
て
、
他
の
社
會
的
科
鮮
に
於 

細
に
見
る
'
 
舞
濟
學
の
JK
C
'理

は

經

濟

的

置

及

政

策

.
け
I

同
樣
の
斜
學
的
方
法
に
依
つ
て
改
鑛
す
る
こ
皮 

:

の
世
界
的
議
移
動
に
鑑
み
て
新
れ
に
改
造
さ
れ
ね
ば
基
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
斯
く
て
經
濟
學
の
齒
は 

な
ら
ぬ
が
、
其
の
改
造
は1

つ
0

«
備
隙
梯
を
.必
喪
ビ
：
：|
.
に̂
經
濟
學
的
で
あ
る
韵
り
で
な
く
、
窮
極
に
於
て
ま 

.

.ず
る
ァ
準
備
階
梯
ミ
は
今
日
人
間
の
生
命
精
神
及
社
會
た
物
理
學
的
且
つ
生
物
學
的
S
尨
る
で
あ
ら
ぅ
。
併
し 

'に
關
す
る
諸
科
學
に
適
用
^
れ
て
大
な
る
成
功
を
收
め
這
は
未
だ
眞
理
の
全
班
を
盡
す
も
の
で
は
な
、

只
ち 

て
ぶ
る
科
學
的
方
法
に
：依
つ
て
經
濟
現
象
を
硏
究
す
る
：| :祉

會
的
進
化
の
.

一

部V」

し
て
の
經
濟
的
進
化
は
有
機
的 

▲

で
S

。
從
來
の
硏
究
は
經
濟
學
還
^

^

^

^
進
化
の
無
意
識
的
本
能
的
過
程
に
、
圖

篇

鐘

I

 

主
義
の
心
理
學
ビ
功
利
主
義
の
鐘
學
'昌

混

血

兒

に

‘

存
上
の
意
識
的
新
要
素
を
賦
與
す
る
か
故
、
從
つ
て
經 

作
り
上
げ
れ
ば
併
し今

：！！

の
科
學
的
分
析
及
哲
學
的
思
：

濟
生
活
の
物
理
的
並
^
生
物
學
的
根
薇
は
心
理
的
社
噙 

想
!0
ニ
般
的
標
的
が
、
‘心
理
學
上
並
に
偷
理
學
上
の
法
學
的

o
^
y
&
o
-
s
o
c
l
o
o
g
l
c
a
l
)

地
#
に
移
植
さ
れ
ね
は 

則
を
物
理
學
的
及
生
物
學
的
基
礎
に
立
ク
て
解
釋
す
る\

な
ら
ぬ
。

f

て
此
地
盤
の
上
に
も
萬
物
進
化
の
S

 

■‘に
あ
る
以
上
、
經
濟
學
の
原
理
レ
时
樣
の
立
場
炉
ら
考
で
あ
.る
_
境
«
化
の
原
理
が
差
別
的
圓
境
に
應
へ
て
、
 

究
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
社
會
學
的
起

_
及
進

■化
に
關
す
差
別
的
の
坐
活
形
態
及
經
濟
價
値
を
潜
造
し
且
つ

#
 

る

諸

觀

念

：の

發

達
'は
，
舊
來
の
經
濟
學
：の
範
疇
理
論
ビ
質
的
並
に
糈
神
的
に
相
異
な
る

社
會
的
歴
史
的
事
熊
を 

.
兩
立
し
得
ぬ
も

‘
5
で
あ
つ
て
、
开
は
經
濟
學
の
理
論
的
:1
:
生
す
る
の
で
あ
る
"
：
因
つ
て
今
日
の
經
濟
原
现
は
-
重 

笫
十
六
怨
：(

H
ハニー〕

雜
錄
經
濟
學
の
自
然
科
^
的
基
礎
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十
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卷

(
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一

三)

雜
錄
锊
濟
學
の
自
鈴 

の
解
釋
に
從
ふ
！|

で
あ
る
。
乃
ち
吾
々
は
1
面
^
於
：で
' 

は
經
»

M
»
♦を
追
求
し
て
其
の
根
原
及
限
界
を
物
理
學 

的

及

生

物

學

的

眞

實

に

把

，む

€
,同
時
に
、
他
面
に
於
て
. 

，は

是

れ

等

物

理

學

的

並

：に

生

物

，學

的

基

礎

に

：發

し

"
生
. 

命
ど
膝
史
ビ
の
統
合
：に
依
っ
て
相
異
な
る
社
會
的
並
に 

..經

濟

的

地

域

及

圃

場

を

支

配

す

る

各

種

の

社

舍

的

並

に 

'經
濟
的
法
則
範
蟛
乃
至
®
値
に
：達
す
る
'の
で
：あ
る
も

'

ぐ
パ
以
上
が
當
面
の
根
：本
観
念
で
あ
る
。’
そ
ご
で
先
づ
經 

濟
原
理
の
物
理
學g

並
に
生
#;
學
的
w
_
.か
ら
.始
め
ら 

れる
！

！

で
あ
る
が
，
第
I
Iに
生
產
の
物
理
學
的
意
義
に 

就
.
I
H 

.
.
M
u
k
e
r
j
e
e

,

敎
授
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
說
を
採
つ
て
居 

る
。
乃
ち
生
齑
ぞ
は
之
を
物
现
學
的
に
考
へ

K

「
一，
 

定
：の
過
程
に
.依
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
.の
分
離
及
其
の
一
定
の 

位
置
に
於
け
る
藤
積

」

で
あ
つ
て
ノ
其
の
間

「

エ
ネ
ル 

¥
丨
の
總
量
に
は
何
等
增
減

:«
ぐ
>
唯
潜
勢
ヵ
及
連
動
：
 

勢
カ
が
八
間
の
目
的
を
滿
足
: ^
せ
る
に
役
立
つ
や
ぅ
に 

變
化
さ
れ
S
分
配
5
れ
る
だ
け
で
あ
る
。じ
是
れ
だ
け
の

“
羅
的
基
礎 

第
十
1

«

1

ニ
ニ 

事
は
必
す
し
も
新
し
い
說
で
は
な
い
。
例
へ
ば
日
本
の 

福
田
德
三
博
士
も
同
樣
の
說
：を
採
つ
て
居
る(

國
民
經 

:
濟
講
話
乾
四
三 

<
見)

"
併
し
福
11
!
博

士

が「

常
を
生
齑 

'
す
^&

す
は
.必
竟
人
間
の
生
活
を
進
む
る
に
思
る
資
格 

|

を
作
k
出
す
こw

で
、
約
め
て
申
せ
ば
價
値
を
作
ヶ
出 

一
す
又
は

*
や
す
こ

e
の
謂
で
ぁ

b

^
す」

ビ
述
べ
て
、
 

價
値

^

ユ
ネ
ル
ギ
ー
ど
の
關
係
、
換
言
す
る
ど
偾
値
の 

物
理
學
的
解
釋
に
論
及
：せ
^

、
.主
觀
價
値
說
に
終
始
し 

.
て
居
る
に
對
し
、'M

u
k
e
r
j
e
e

敎

授

は

「
H

ネ
ル
.ギ
ー 

に
：依
.る
價
値
の
決
定」

に
ま
で
徹
底
し
て
居
る
。 

j

先

づ

敎

授

ゅ

「

生

產

の

物

理

的

意

義

」

即

ち

.
エ

ネ

火ギ
 

|

丨
の
變
形
が
、
種
々
異
な
つ
た
形
態
に
於
て
表
は
れ
る 

一
こ
ビ
を
謂
ふ
て
次
の
如
き
ニ
種
類
の
場
合
を
說
明
し
て 

:

&る
。 

- 

,

1

つ
は
蓄
戯
さ
れ
て
居
る
自
然
力
が
直
接
に
運
動
勢 

力
若
く
は
潜
勢
力
に
變
形
さ
れ
る
場
合
で
ぁ
つ
て
、
例 

へ
ば
.石
炭
石
油
*

»
祭

の

生

：產

：の

如

き

で

ゐ

る

.
、

卯

ち
.

生
墘
さ
れ
れ
石
炭
石
油
*
斯
等
が
燃
斜>

j

し
:t
代
表
す 

る
潜
枉
工
ネ
ル
ギ
ー
は
、
邦
の
痤
產
を
.い

ふ

«

©

に

依 

う

：て
B
然
の
菩
藏
裡
じ
在
づ
た
_

t

、
機
械
の
エ
ネ 

ル
：ギ
1

^
の
關
係
上
利
用
3
れ
易
く
な
つ
て
居
る
の
で 

ゎ
る
'0
;
同
糠
に
例
へ
ば
農
業
上
生
難
さ
れ
れ
食
糧
品
の 

M .
き
は
人
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
對
し
利
用
し
易
く
さ
れ 

t2
潛
勢
力
を
代
表
す
る
。
；
器
具
機
其
の
他
資
本
の
同
#
 

g

-

^

Iこ
就
て
も
、
燃
料
食
物
の
場
合
せ
同
樣
の
工
4 

\

ギ
ー
關
係
を
見
る
' 
併
し
器
具
淑
等
の
代
表
す
る
潛 

S
 
土
.ネ
ル
ギ
ー
の
形
態
は
、
：.：比

鞅

的

長

期E

a
る
耐
久
ツ 

性
を
有
ら
且
つ
數
度
0
繼
續
的
使
用
に
分
割
3
れ
得
る
.一
 

の
で
ぁ
つ
て
、
食
物
燃
料
の
代
表
す
る
：エ
ネ
ル
¥
丨

皮

,:
| 

“

生

產

財

が

消

®

財

ど
®
別
さ
：れ
る
ビ
同
樣
に
區
別
さ
一 

れ
る
の
で
ぁ
る
。
斯
く
說
く
' 

M

lユe
e

敎
授
は
食
糧 

:
燃
料
をj

植
の
生
產
財
ミ
見
、て

居

名

.:
乃
ち
右
に
引
緻 

い
て
生
®
の
：第
二
樋
の
場
合
を
次
の
如
く
說
い
て
席

饼
十
六
怨

U

六
二
三

)

.雜
T

錄
經
濟

1

以

上

の
；
.如

き

生

産

財

の

諸

形

態

皮

別

に

、

諸

藏

さ

れ 

て

; s
る

自

然

力
^

消

^

^
財

の
^
^^ *
.に

用

ひ

ら

れ

る

-^

:其
の
場
合
に
於
て
は
#

0
場
合
.の
如
く
人
間
若
く
は
機 

域
の
み
ネ
ル
ギ

1
の
生
產
は
直
接
の
目
的
^
さ
れ
な
い 

の
で
あ
つ
て
、
製
造n

•れ
お
物
財
に
體
得
さ
れ
れ
効
用 

が
主
た
る
目
的
な
の
で
あ
る
。
併
し
此
種
の
生
產
ど
て 

も

決

、
し

て

工

ネyギ
1
に
關
係
し
な
い
^
い
ふ
こ
と
は 

な
い
、
.即
ち
次
の
如
き1

1

重
の
關
係
を
有
つ
？
第
一
に 

斯
か
る
：製
造
エ
業
の
.生
康
も
其
れ
が
エ
ネ
ダ
T

の
變 

形
吁
爲
で
あ
：る
こ
ミ
は
前
記
の
採
鑛
又
は
農
業
上
の
生 

產V

何
等
の
蜜
異
が
氡
い
S
同

時

に

、

第

一

一

に

効

用

そ 

の
も
の
は1

面
に
於
て
モ
ネ
ル
，ギ
ー
を
心
理
的
產
物
に 

變
肜
す
る
作
用
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
斯
く
て 

効
用
は
生
命
的
若
く
は
心
理
的
形
態
に
於
て
®
的
に
評 

债
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
索
引
€
さ
れ
#
る
の
で
あ
る
。

.

要
す
る
に
孰
れ
の
®
類
の
生
產
も
物
理
學
的
意
義
に 

於
て
モ
ネ
ダ
ギ
丨
の
變
形
で
あ
っ
て
、
生
產
結
果
の
火 

小
は

'®
費
^
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
對
す
る
獲
得
さ
れ
た 

若
く
は
刺
用
し
得
る
や
ぅ
に
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
剩 

:

學
的
基
礎
,

:

;:ぺ第
十
一
雛
ニ
ー

2



第
十
六
卷
：

(

2
ハ
1
1四)

ぃ
雜
；.
錄
細
濟
學
の
自
然
科
學
的
基
礎

 

節
十
1
號 

一二四

餘
最
又
.は
超
過
量
に
^:
つ
て
決
定
さ
れ
る
^

い
ふ
の
が

M
u
k
e
r
j
e
e

敎

授

の

說

で

ぁ

る

。

，
そ

，

> J

で
科
學
の
進
#

V

共
に
各
種
の
柄
態
の
工
ネ
ル
V

I
は
、
相
互
に
變
形

さ
ゎ
る
に
於
て
愈
々
容
易
に
愈
々
散
逸
漏
費
を
少
く
す

.
る
.が

故

、

生

產

過

：程

及

生

產

結

果

は

產

業

の

：

全

分

野

を

通
じ
て
ェ
ネ
ル
ギー

擧
の
：上
に
立
つ
遊
準
^
な
る
？
乃

ち

.

一

定
の
生
產
物
は
變
形
さ
れ
たH

ネ
ヶ
ギ
ー
の
，一
定

量
を
代
表
す
る
輝
で
ぁ
、る
が
、、
此
ェ
ネ
ル
T

の

—
定

(

量
^
は
自
然
蓄
藏
の
內
か
ら
：取
得
真

た
若
く
は
利
^

::
:

し
得
る
や
ぅ
に
さ
れ
た
雨
質
及
ェ
ネ
ル
ギ
丨
ど
、::
;
求

む

:

る
變
形
を
行
ふ
に
喪
せ
ら
れ
た
人
間
の
^ ;
働

を

も

含

む

;：
：'
一

H

ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
ど
の
和
で
ぁ
る
。
そ

し

て
此

變

.|

形
さ
れ
た
ェ
ネ
ル
ギ
ー
ぞ
其
れ
に
結
合
さ
れ
た
ェ
ネ
ル
：：

ギ
*
1

w

の
.和
が
、
生
産
物
の
含
む
ェ
ネ
ル 

'ギ
ー
の
量
^J:

等
し
い
こ
9」

ぬ
、
潜
«-
ェ
ネ
ル
ギ
1

;0
運
動H

ネ

ル

ギ

一

.丨

.へ
の
戀
形
及
其
の
反
對
を
#
味
す
る
生
產
の
.凡
ゆ
る

場
合
に
於
て
、
カ
學
上
0
.方
程
式
に
依
つ
て
示
さ
れ
る
。
：

併
し
生
產
物
を
H
4
ル
ギ
ー
の
*
を
以
て
評
價
し
得
た.

，
だ

け

で

：
は

經

濟

學

の

自

的

は

.達

せ

ら

れ

な

い

，。

經

濟

學 

の
主
題
は
價
®
で
あ
る
。

'

:

.
所
が
實
際
、
カ
學
上
の
方
梅
式
は
未
だ
價
値
の
方
程 

式
に
は
な
ら
な
い
。
而
炉
も
楚
れ
等
物
a
學
的
方
猫
式 

の
條
件
中
に
幾
多
の
經
濟
現
象
の
$
礎
を
求
め
得
る
の 

で
あ
：る
-
則
ち
偾
値
の
嫌
に
就
て
も
、

ユ
ネ
ル
ギ
ー
の 

_

同
値
及
代t

：

の
原
迦
は
部
分
的
に
經
濟
愤
値
の
同
値
及 

代
替
現
象
の
根
底
を
な
し
て
居
る
。
即
ち
他
の
事
情
の 

等
い
限
6
财
貨
は
夫
々
の
生
產
に
充
て
ら
れ
れ
ユ
ネ
ル 

ギ
ー
の
量
が
等S

時
代
替
の
原
理
に
支
配
^
:れ
て
同|

:

の

經

濟

價

値

を

有

つ

傾

向

を

取

る

の

で

あ

る

、メ

以
上
は
ま
だ
價
値
ビH

ネ
ル
ギ
ー
ご
の
關
係
に
關
す 

る
.敎
授
の
說
を
盡
し
た
も
の
で
は
な
く
、
又
モ
ネ
ル
ギ 

—

關
係
か
價
値
を
決
定
す
る
唯
一
の
も
の
で
は
な
く
、
 

唯

t

の
も
の
で
な
い
が
故
に
尙
ほ
此
物
理
學
的
硏
究
に 

加
へ
て
生
物
學
的
心
理
學
的
乃
绝
社
會
學
的
硏
究
を
必 

要
ど
し
て
居
る
も
0
で
あ
る
が
、
®
す
る
に
謂
ふ
處
は 

:價
値
論
上
吾
々
の
第
：1.に
據
る
べ
き
®
礎
は
、
正
統
經 

濟

學

派

の

採

る

如

き

愁

望

滿

.足

の

同

値

及

代

替

の

理
 

.
論
、.
即
ち
工
ネ
ル
ギ
ー
の
同
値
及
代
替
の
理
論
の
代
用 

•物
で
は
な
く
て
、H

ネ
ル
ギ
ー
關
の
理
論
其
の
も
の 

.で
&
け
れ
ば
な
ぬ
と
す
を
の
で
あ
る
。

刊

紹

令

の
改
造
雜
認

 ̂Ma
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h
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R
e
c
o
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s
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c
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i
o
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E
u
r
o
p
e
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一

咏

洲

今

H
の
經
濟
社
會
が
疲
弊
：の
ド
ン
底
に
沈
ん
で 

居
る
こ
と
は
、蔽
ふ
可
か
ら
ざ
：る
事
實
で
あ
る
Ir
し
て
一 

K

M
因
は
一
般
に
歐
洲
赃
爭
に
歸
せ
ら
れ
る
が
、
：戰

爭

.一
 

の
識
め
に
端
を
發
し
た
經
濟
的
攪
亂
が
今
日
に
至
る
ま\ 

で
、
而
ほ
存
續
す
る
に
就
て
は
，
關
係
諸
國
民
の
無
知
日j 

で
あ
り
、
短
it
で
あ
り
、
互
に
偏
見
を
以
つ
て
ヽ
他
に 

對
し
て
居
る
こ
^
の
與
つ
て
力
あ
る
はr

，論

を

俟

た

な

| 

い
。
宜
し
く
諸
國
の
國
情
を
明
に
し
て
：、：
自

他

の

理

解| 

を
求
め
れ
上
"
歐
洲
のM

濟
を
復
典
せ
し
め
る
政
策
を
. 

確
立
す
る
こ
S
を
必
要
ち
す
る
€
云
ふ
考
の
下
に
ハ
英 

國

.マ
ン
.
.チ，
エ
，，
ス
タ
ー
、
：ガー

デ
ア
ン
紙
ヵ
ジ
ヨ
ン
* 
メ 

，个

.ナ
ー
.ド
•
.
キ

ィ

シ
..
.
.
ス
戾
を
主
筆
^
し
て
'發
行
し
^
も 

の
、
即
ち
表
題
に
揭
げ
た
名
稱
の
雜
誌
で
あ
る
。本
年
四 

镔

十

六

怨(
！
4ハ
1‘一

五
)

渐
刊
紹
介

A
ニ
十
H
初
號
を
發
行
し
、
七
月
末
ま
で
じ
8
に
贺
五 

號
を
發
行
し
て
居
る
。
露
西
弛
の
經
濟
狀
耀
ビ
炉
、

0
 

匪
接
の
«
活
ビ
か
云
ふ
ょ
ぅ
な
將
殊
の
揹
題
に
凿
し 

て
"
全
誌
を
擧
げ
て
居
る
I
ビ
も
あ
る
が
、
靖
ろ
是
れ 

は
編
輯
法VJ

し
て
、
例
外
の
も
の
で
あ
つ
て
、
普
®
の 

場

合

に

於

て

は

"

世

間

並

み

の

雜

誌

ビ

同

じ

く

"

キ
イ 

ン
ス
氏
の
二
三
種
、內
外
國
人
の
責
任
あ
る
寄
書
、
 

溶
ル
國
豇

#1
ビ
ジ
ネ
ス
、
バ
ロ
メ

ー

タ
I
等
を
揭
5&
1
 

;

て
居
る
。現
に
七
月
二
十
七
日
發
行
の
第
五
號
の
如
き
、 

歐
洲
の
財
政

K

關
桃
問
題
ビ
'を

記

事

の

.ニ

大

項

目

ど 

し
、
前
者
に
就
て
は
、
英
の
キ
イ
ン
ス
、
ア
ス
キ
ス
、ク 

エ
ツ
ブ

'
怫
の
カ
イ
ヨ
ー
、
併
の
ア
イ
/

1
デ
、
獨
の 

シ
ユ
ロ 

！
ダ
|
、
ロ
ッ
、
等
の
意
見
を
後
者
に
就
て
は
、 

英
の
ス
タ
ン
ブ
、
米
の
ゥ
ヰ
リ
ス
、
獨
の
シ
ユ
ー
マ
ツ

、ノ
丨
等
の
意
見
を
收
錄
し
、
.最
後
に
諸
國
の
經
濟
的
狀 

勢
を
示
すU

足
る
圖
表
ビ
統
計
S
が
最
も
簡
約
さ
れ
：れ 

形
式
で
巧
に
排
列
さ
れ
て
居
る
。

即
ち
本
誌
は
國
際
經
濟
を
評
論
し
、
紹
介
す
る
こ
S 

を
重
な
る
事
業
S
す
る
も
の
で
あ
ク
て
、

W
色
は
够
«
 

者
が
觉
々
た
る
大
家
で
あ
り
、
記
事
が
他
約
さ
れ
て
&

第
十1

號

r
l
E


